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知の拠点として室蘭工大が
果たす役割

１　第3期中期目標・中期計画で示す
� 「知の拠点」とは

学長　平成28年度からの中期目標・中期計画について、
市長からも率直なご意見をいただきたいと思います。

まず一つ目は「知の拠点」として地域の発展のためシ

ンクタンクとして貢献するという部分。自治体の会議

などへ参加して、色々な意見をさせていただく機会を

増やしたいと考えています。研究についても、地元・

地域との共同研究を増やしたい。大学としても地域と

の共同研究をきちんと評価できる、推進できる仕掛け

を作りたいと考えています。

市長　室蘭工業大学とは平成18年12月から連携協定を
結んでおり、これまでも数々の交流実績があります。

その一つとして、環境科学館・図書館の一体整備にあ

たり、市民の声を集うワークショップでは、先生方の

高い見地から将来望まれるべき形や、地域の声をまと

めるコーディネーターとして参加していただき、市民

からも非常に大きな信頼を得ています。地域の大きな

問題である子育て支援、人口減少問題については、ど

のように暮らしやすいまちづくりをするかご意見をい

ただきましたし、計画中の複合公共施設について、建

築の先生にご指導をいただくなど、室蘭市に室蘭工業

大学があって良かったと思っています。

学長　二つ目に学生と地域の協同活動については、ま
ずは学生に北海道について知ってもらうために、地域

を学ぶ科目を増やしていきます。単に歴史や特性だけ

でなく、地元の産業・工業もしっかりと知るべきであ

り、そのために学生を地域の企業等に受け入れてもら

う「地域インターンシップ科目」を設けました。今ま

でもこのような協力関係はありましたが、科目として

本格的に力を入れていきます。学生のボランティア活

動についても、より積極的に、やりやすいように形を

整えて、学生に社会を理解させるうえでも、全学的な

支援体制を作って進めていきたいですね。

市長　インターンシップは市役所でも多くの学生が訪
れています。先日就職面接をしましたが、インターン

シップに参加した学生は、受け答えがより実践に近い

ものがありました。全ての学生を検証したわけではあ

りませんが、成果を感じたのは確かです。ボランティ

アについても、地域の清掃やオーケストラの演奏、子

供達を相手にしたロボットサッカーなど高度なものも

あります。小学生が大学生のお兄さん達から教えても

らい、科学実験に直に触れることができるのはとても

良い機会です。将来の担い手である子供達に、科学技

術の面白さを感じてもらえる活動は、室蘭工業大学の

学生が地域と交わる理想的な姿であると思います。

学長　毎年、はこだて未来大学と共同で情報系の学生
のワークショップを行っていて、今年は大沼公園の活

性化がテーマでした。グループディスカッションを行

い、町おこしなどについて議論をしてきました。情報

ツールを使うというのが基本ですが、実際はツールを
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使わないボランティア的な提案も数多くありました。

こういった提案は授業から少し進んだ、学生から自主

的に発案したものであり、それがすぐに地方の活性化

につながるとは思いませんが、そういう経験をするこ

とに大きな意味があると思います。

市長　少し似たパターンの事例があります。 2～ 3年
前に、室蘭市の色々な行政が持っている統計をデータ

化してオープンデータとして公開するという取組みが

ありました。これは室蘭工業大学の学生や先生にご協

力をいただいており、オープンデータを活用したまち

づくりとして、学生にアプリのアイデアを色々考えて

もらいました。我々市職員では、このデータを面白く

アレンジするなんて考えたこともありませんでした。

これまでは土木や建築の学生と関わることが多かった

のですが、この取組みを機に情報系の学生ともつなが

りができました。このように、色んなテクノロジーを

駆使して、地域の課題に一緒に取り組んでいただいて

います。

学長　三つ目は学生だけでなく、社会人の学び直しや
小中高生を対象とした理科学研究などの公開講座の開

催。今までも随時やってきたことではありますが、こ

れももっと増やしたいと考えています。社会連携はか

なりの力を入れたい分野です。

市長　地域の社会人の生涯学習、人材開発、子供達に
対する公開講座、社会見学など、以前よりも積極的に

情報をいただいておりますので、参加者が増えていっ

てほしいですね。

２　「COC＋事業」について

学長　本学の学生の地域活性に資する取組みです。北
海道地域に興味関心を抱き、地域への理解を深める授

業を展開します。社会で必要とされる人材、幅広いも

のの見方ができる俯瞰的な人材育成がメインです。と

はいえ道内に就職先が少ないという課題もありますの

で、北海道の産業全体を活性化する必要があります。

北海道全体で考えなければいけない問題であると考え

ています。

市長　北海道に留まって働いていただくのは今の雇用
情勢からいっても非常に良いと思いました。道内に就

職が無いという話ですが、どの企業も人材不足で困っ

ているのが現状です。受け皿の問題だったり、学生達

のニーズが都会志向というのもあるのかと。道内にも

地域課題の技術的なアプローチでモチベーションを高

めながら働く環境があるということを知ってもらいた

いですね。道外へ出てしまうという流れを変えられれ

ば良いと思います。

学長　関東を希望する学生が一番多いですが、道内に
留まりたいという学生も実は多いんです。希望に合う

場所があるかというのが一番の問題。それともう一つ、

学生が地元の企業のことを知らない。名前の通った企

業は知っていてもそれ以外の知識があまり無いんです

ね。授業を通して学生に地域の産業を知ってもらえば、

学生の目も地元に向いていくのではないかと考えてい

ます。

市長　少しでも関心を持ってもらいたい、北海道に留
まってもらいたいなと思います。うちの商工会議所で

は市内のものづくり企業の見学ツアーや説明会も開催

しております。室蘭市だけでなく、周辺の他の経済界

の皆さんのご協力も得られれば学生の選択肢が増える

のではないでしょうか。もうひとつ大切なことは、企

業のやっていることと学生達の好奇心をどう結びつけ

るか。コーディネートする機能をどこまで高められる

かという点ですね。

学長　室蘭市では水素社会を掲げられていて、これま
でも研究に携わってきましたし、協力体制を広げたい

と思っています。人材供給はもちろん、共同研究や有
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効利用に貢献できたらと思います。

市長　期待しています。ひとつでもまちづくりと大学
が関わっているというシンボリックな実績があると、

連携の更なる強化につながりますよね。

学長　本学の学生は工学技術は持っていますが、社会
では幅広い視点が必要です。例えば市職員には本学Ｏ

Ｂも大勢いらっしゃいますが、より活躍できる人材と

はどのような要素が必要でしょうか。

市長　室蘭工業大学ＯＢの職員に関していえば、経験
が活かされていると感じることがあります。論理的か

つ合理性のあるアプローチ、真理の追求や課題の解決

の仕方を見ていると、研究などの経験が活きている。

学長　これは私がよく言うことなのですが、これまで
やってきた問題は、答えがあると分かっていてそれを

見つけにいくこと。大学や社会に出てやるのは、答え

があるかどうか分からない問題がたくさんある。答え

が無いかもしれないがそれでも探すというケースにぶ

つかって、それを克服できるような成功体験という

か、成功しなくてもいいけれど、そういう経験をする

のが大切なのです。本学ではこういう経験をさせよう

と思っています。それが社会に出た時に何らかの糧に

なります。ベースとなるバックグラウンドを持ってい

る人と持っていない人とでは大きく違う。基礎をどの

くらい持っていて、それをどう使うかというバランス

が重要ですね。

市長　おっしゃる通りだと思います。課題にどう取り
組むかという所が重要。経験値がある人は違いますよ

ね。つい大学での研究がそのまま就職に活かされるよ

うに考えてしまいますが、それだけではないというの

をしっかり伝えていただくと、学生のモチベーション

マインドも高まるのではと思い

ます。

３　�室蘭市と本学のある
べき連携の姿とは

　　この夏ですか、室蘭市と本

学の連携のあり方について、両

機関幹部で意見交換会を持ちか

けていただきまして、ありがと

うございました。COC＋事業

を推進していく上でも大変重要

な機会でした。

市長　これまでも大学と地域の皆さんとの懇談会など
を開いていただいていましたが、形式的にならざるを

得ない、というのが正直なところ否めなかったんです。

それでトップ同士がより関係を深め、課題を共有でき

る機会を持てたのは我々も非常に感謝をしているし、

今後は定期的にお願いしたいと思っています。COC

＋事業も、大学という知の拠点を担い、資源として活

用し、まちづくりをしていこうという思いがあります。

この間の鋳造学会は感激でしたね！全国から大勢の学

会関係者が訪れました。地域にとっては大きな誉れで

したし、そういう学会があると、地域の人が専門分野

に関心を寄せるきっかけになる。この大学がある街と

してとてもありがたいことでした。

学長　全国大会を本学でやるというのはなかなかない
機会でしたね。

市長　徐々に規模を大きくしながらキャパシティに
あった学会・シンポジウムを開催していただければ、

色んな意味で地域に波及があるのかなと。是非これか

らも支援をしていただきたいです。我々も側面的に協

力したいと考えています。

もうひとつはCCRCですね。平たく言うと首都圏のご

高齢者にいかにこの地域に移住してもらうかと。病院

や福祉施設があればいいと捉えがちですが、今はアク

ティブシニアという表現があるくらい活発な方も多

い。知的好奇心をかき立てるような、生涯学習的なメ

ニューも求められています。室蘭工業大学が持ってい

る公開講座も一つの魅力として、生涯活躍できるまち

づくりとして進める方針です。

今、小樽商科大学とテレビ会議システムを活用した社
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会人の授業もやっていますよね。例えば経営のテーマ

だとか顧客満足の課題だとか、第一線で活躍している

方のお話を聞ける。地域を支えていただいている担い

手の皆さんも受講することで、街全体の底上げにつな

がっていると感じます。

学長　地域のシニア層も含めた生涯教育は、大学とし
ても積極的に進めていきたい分野です。これまでは土

木や建築など限られた学部との関わりが多かったと思

うのですが、オープンデータ関連から情報系にも広

がってきていますよね。今後は幅広く本学全体でコン

タクトを取りますので、地域の人にも活用いただける

よう、情報公開の協力をお願いしたいと思います。

市長　うちくらいの規模の自治体がシップリサイクル
や水素社会など、なかなか考え得ないテーマです。背

景には室蘭がものづくりの街としてそういう環境に

あった、他地域よりも工業大学と関わるポテンシャル

は持っていたのでしょう。オープンデータも室蘭工業

大学出身の職員からの発案でしたから、そういった意

味で本当に深いつながりがあると思います。自分自身

も室蘭工業大学ＯＢですし、色々な可能性をこれから

も探求したいですね。

（2015年11月24日実施）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）

地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ、平成２５～２６年度）

に引き続き、文部科学省が平成２7年度から実施してい

る事業。

室蘭工業大学は『「ものづくり・人材」が拓く「まち・

ひと・しごとづくり」』が採択され、北海道内の理工

系大学等、自治体、企業と共同で地域に根ざした実学

としての科学技術を広く展開し、持続的な地域社会の

創生を目指している。


